
 

 

ランチョンセミナー5 

演題名 
「心の耳を研ぎすまして 今、在宅医療は」 

 ～もの忘れ、あれっ？と思ったら～ 

 

概要 

一、 在宅という考え方：在宅可能な家庭、不可能な家庭 

二、 実際の在宅の症例：城西神経内科クリニックが訪問している在宅認知症患者様について 

三、 今、何が在宅に大切か：コメディカルの協力なしには在宅は無理 

四、 在宅の今後：誰のアウトカムが大切か？認知症などの諸問題について 

以上について実例より説明 

 

追記：医療スタッフ、患者さん、家族、その誰もが在宅でよかったと思える為に、私た

ちはどうすればいいのかを考えていきたいと思います。心の耳を研ぎすますことで少し

でも在宅の本当の声を聞くことができればと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


